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「魅力向上に関する調査特別委員会」の調査結果を報告
　

決
算
特
別
委
員
会
（
萩
原
勇
委
員
長
）
は
、
令
和
二
年

第
二
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
、
第
三
回
定
例
会
で
付
託
さ

れ
た
令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
議
案
な
ど
に
つ
い
て
、
第

四
回
定
例
会
ま
で
計
七
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
部
局
ご

と
の
部
門
別
審
査
お
よ
び
全
部
局
を
対
象
と
し
た
総
括
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
予
算
の
執
行
お
よ
び
決
算
は
、
そ
の
内

容
を
適
正
な
も
の
と
認
め
、
原
案
の
と
お
り
認
定
お
よ
び

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

※
こ
の
条
例
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
県
の
予
算

を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算
審
査
の

一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
る
委
員
会
で
す
。

委
員
長
　
　
伊
沢
　
　
勝
徳

副
委
員
長
　
　
下
路
　
健
次
郎

委
　
　
員
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〃
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戸
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司
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瀧
　
愛
一
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〃
　
　
　
髙
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司

〃
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〃
　
　
　
玉
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順
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〃
　
　
　
臼
井
　
平
八
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〃
　
　
　
中
村
　
は
や
と

情
報
委
員
会

　
情
報
委
員
会
は
、
県
議
会
情
報
公
開

条
例
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
開
示
決
定

な
ど
に
対
す
る
不
服
申
立
て
や
議
会
広

報
の
充
実
に
つ
い
て
の
調
査
な
ど
を
行

う
委
員
会
で
す
。

委
員
長
　
　
島
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幸
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副
委
員
長
　
　
水
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達
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司
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〃
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茂

監
査
委
員

　
県
民
代
表
の
立
場
か
ら
適
切
な
県

予
算
の
執
行
な
ど
に
つ
い
て
、
監
査

を
行
い
ま
す
。

半
村
　
　
　
登

西
野
　
　
　
一

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運
営
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
、
議
会
の
運
営
に

関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。
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長
　
　
萩
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長
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　本委員会（川津隆委員長）は、「県の魅力向上に向けた諸方策の在り方」について調査・検討を重

ね、第４回定例会最終日に調査結果を報告しました。（調査期間：令和２年３月24日～令和２年12

月15日）
　調査は、県執行部から各種取り組みの現状・課題などの説明を聴取したほか、大学教授や大学

生、事業者の方から直接意見を伺うなど、精力的に活

動してまいりました。

　調査結果として、県の特色ある地域資源を発掘して

磨き上げ、国内外へ効果的に発信することや、探究的

な学びに向けた教育の充実など、重点的に取り組むべ

き事項について県に求めました。

※報告書の全文はホームページでご覧になれます。

　

十
一
月
二
十
日
、
茨
城
大
学
と
の
相
互
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
の
締
結
を
記
念

し
、「
私
た
ち
の
日
常
生
活
と
政
治（
地
方
自
治
）」と
題
し
て
、
森
田
悦
男
議
長
が
、
茨
城
大

学
人
文
社
会
科
学
部
の
授
業
で
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
田
議
長
は
、
議
員
を
志
し
た
経
緯
や
、
県
議
会
の
概
要
、
議
員
や
議
会
に
求
め
ら
れ
る
力
、

こ
れ
ま
で
策
定
に
携
わ
っ
て
き
た
議
員
提
案
条
例
の
効

果
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。

　

講
話
後
、
学
生
か
ら
は
、「
な
ぜ
開
か
れ
た
議
会
が

必
要
な
の
か
」、「
県
民
が
望
む
政
策
と
の
乖
離
を
な
く

す
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
」な
ど
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
大
学
か
ら
議
会
へ
の
有
識
者
派
遣
や
、
議

員
と
学
生
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
連
携
を
一
層
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
四
回
定
例
会
で
、
議
員
提
案
に
よ
り「
茨
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、

促
進
す
る
た
め
の
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、
促
進
す
る
た
め
、
県
が
平
時

か
ら
取
り
組
む
内
容
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、「
県
、
市
町
村
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
連
携
強
化
」、「
人
材
の
育
成

及
び
確
保
」、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
被

災
者
支
援
の
迅
速
か
つ
適
切
な
実
施
」な
ど
に
関
し
、

県
が
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
議
員
提
案
政
策
条
例
は
、
こ
の
条
例
で
十

九
件
目
で
す
。
県
議
会
は
今
後
も
、
積
極
的
に
政
策

立
案
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
五
日
に
茨
城
県
議
会
の

永
年
在
職
議
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
を
受
け
た
議
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

二
十
五
年
在
職  

半
村　
　

登
議
員

　
　
〃
　
　

白
田　

信
夫
議
員

十
五
年
在
職

本
澤　
　

徹
議
員

十
年
在
職
　
　
萩
原　
　

勇
議
員

調査結果の報告を行う川津隆委員長

森田悦男議長による講話の様子
被災者支援の要として活動する災害ボランティアの方々

（常陸太田市提供）

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
結
果

永
年
在
職
議
員
表
彰

特
別
委
員
会
な
ど
の
新
人
事

議
員
提
案
で
﹁
茨
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、

促
進
す
る
た
め
の
条
例
﹂
を
制
定

﹁
茨
城
大
学
と
の
相
互
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
﹂

締
結
記
念
事
業
を
実
施　


